
(57)【要約】

【課題】穿刺のための前作業の省力化が可能な超音波プ

ローブを実現する。

【解決手段】超音波トランスデューサ（１１２）と、穿

刺針用の貫通孔が設けられた針受け部を有する穿刺針ガ

イド（１３０）と、超音波トランスデューサを収容する

とともに針受け部を凹部（１１６）内に引き込んだ状態

および凹部外に突出させた状態をそれぞれ形成するよう

に穿刺針ガイドを支持するエンクロージャ（１１０）と

を具備する。穿刺針ガイドは直線的な変位または円弧状

の変位によって前記２つの状態を形成する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 、
穿 刺 針 用 の 貫 通 孔 が 設 け ら れ た 針 受 け 部 を 有 す る 穿 刺 針 ガ イ ド と 、
前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 収 容 す る と と も に 前 記 針 受 け 部 を 凹 部 内 に 引 き 込 ん だ 状 態
お よ び 凹 部 外 に 突 出 さ せ た 状 態 を そ れ ぞ れ 形 成 す る よ う に 前 記 穿 刺 針 ガ イ ド を 支 持 す る エ
ン ク ロ ー ジ ャ と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 直 線 的 な 変 位 に よ っ て 前 記 ２ つ の 状 態 を 形 成 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 貫 通 孔 は 方 向 が 異 な る 複 数 の 貫 通 孔 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 円 弧 状 の 変 位 に よ っ て 前 記 ２ つ の 状 態 を 形 成 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 変 位 量 が 変 更 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 変 位 量 を 表 す 指 標 を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の う ち の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 前 記 針 受 け 部 が 着 脱 可 能 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ７ の う ち の い ず れ か １ つ 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ （ ｐ ｒ ｏ ｂ ｅ ） に 関 し 、 特 に 、 穿 刺 針 を 取 り 付 け る こ と が 可 能
な 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 で は 、 対 象 の 内 部 に 超 音 波 を 送 波 し て そ の エ コ ー （ ｅ ｃ ｈ ｏ ） を 受 信 し 、 エ コ
ー 受 信 信 号 に 基 づ い て 、 対 象 の 断 層 像 を は じ め と す る 各 種 の 診 断 情 報 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
超 音 波 の 送 受 信 は 超 音 波 プ ロ ー ブ を 通 じ て 行 わ れ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ は 用 途 に 合 わ せ て 複
数 種 類 用 意 さ れ 、 診 断 の 目 的 に 応 じ て 適 宜 の も の が 使 用 さ れ る 。 患 部 の 生 検 等 の た め に 、
超 音 波 診 断 に 並 行 し て 穿 刺 針 に よ る 穿 刺 が 行 わ れ る 。 穿 刺 を 行 う 場 合 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
に 穿 刺 用 の 補 助 器 具 を 装 着 し 、 こ の 補 助 器 具 に 穿 刺 針 を 取 り 付 け て 穿 刺 を 行 う （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ０ ３ ３ ４ 号 公 報 （ 第 ５ ， ６ 頁 、 図 ８ ， ９ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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上 記 の よ う な 補 助 器 具 を 用 い る の で 、 穿 刺 を 行 う に あ た っ て は 、 ま ず 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種
類 に 適 合 し た 補 助 器 具 を 選 定 し 、 そ れ を 超 音 波 プ ロ ー ブ に 適 正 に 装 着 し な け れ ば な ら な い
。 こ の た め 、 穿 刺 を 行 う 場 合 は 所 定 の 前 作 業 が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 穿 刺 の た め の 前 作 業 の 省 力 化 が 可 能 な 超 音 波 プ ロ ー ブ を 実 現 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 、 穿 刺 針 用 の 貫 通 孔 が
設 け ら れ た 針 受 け 部 を 有 す る 穿 刺 針 ガ イ ド と 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 収 容 す る と
と も に 前 記 針 受 け 部 を 凹 部 内 に 引 き 込 ん だ 状 態 お よ び 凹 部 外 に 突 出 さ せ た 状 態 を そ れ ぞ れ
形 成 す る よ う に 前 記 穿 刺 針 ガ イ ド を 支 持 す る エ ン ク ロ ー ジ ャ と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の エ ン ク ロ ー ジ ャ が 、 針 受 け 部 を 凹 部 内 に 引 き 込 ん だ 状 態 お
よ び 凹 部 外 に 突 出 さ せ た 状 態 を そ れ ぞ れ 形 成 す る よ う に 穿 刺 針 ガ イ ド を 支 持 す る の で 、 穿
刺 を 行 う と き は 、 針 受 け 部 を 凹 部 の 外 に 突 出 さ せ 、 そ れ に 穿 刺 針 を 取 り 付 け て 穿 刺 を 行 え
ば よ い 。 こ の た め 、 穿 刺 の た め の 前 作 業 が 省 力 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 直 線 的 な 変 位 に よ っ て 前 記 ２ つ の 状 態 を 形 成 す る こ と が 、 穿 刺 針 ガ イ
ド の 構 成 を 簡 素 化 す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 貫 通 孔 は 方 向 が 異 な る 複 数 の 貫 通 孔 で あ る こ と が 、 穿 刺 針 の 穿 刺 方 向 を 適 宜 に 選 択 可
能 な 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 円 弧 状 の 変 位 に よ っ て 前 記 ２ つ の 状 態 を 形 成 す る こ と が 、 変 位 量 が 穿
刺 方 向 を 規 定 す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 変 位 量 が 変 更 可 能 で あ る こ と が 、 穿 刺 方 向 を 適 宜 に 設 定 す る 点 で 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 変 位 量 を 表 す 指 標 を 有 す る こ と が 、 穿 刺 方 向 の 設 定 を 容 易 に す る 点 で
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 前 記 エ ン ク ロ ー ジ ャ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る こ と が 、 洗 浄 等 を 容 易 に
す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 穿 刺 針 ガ イ ド は 前 記 針 受 け 部 が 着 脱 可 能 で あ る こ と が 、 太 さ が 異 な る 穿 刺 針 へ の 対 応
を 容 易 に す る 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 実 施 の 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 図 １ に 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク （ ｂ ｌ ｏ ｃ ｋ ） 図 を 示 す 。
同 図 に 示 す よ う に 、 本 装 置 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ を 有 す る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は
本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 で あ る 。 本 プ ロ ー ブ の 構 成 に よ っ て 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
に 関 す る 実 施 の 形 態 の 一 例 が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は 、 送 受 信 部 ２ ０ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 送 受 信 部 ２ ０ ２ は 、 超 音 波
プ ロ ー ブ １ ０ ０ に 駆 動 信 号 を 与 え て 超 音 波 を 送 波 さ せ る 。 送 受 信 部 ２ ０ ２ は 、 ま た 、 超 音
波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ が 受 波 し た エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
送 受 信 部 ２ ０ ２ は 診 断 情 報 生 成 部 ２ ０ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 診 断 情 報 生 成 部 ２ ０ ４ は 、 送
受 信 部 ２ ０ ２ を 通 じ て エ コ ー 受 信 信 号 を 入 力 し 、 こ の エ コ ー 受 信 信 号 に 基 づ い て 診 断 情 報
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
診 断 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 Ｂ モ ー ド （ ｍ ｏ ｄ ｅ ） 画 像 、 カ ラ ー ド ッ プ ラ （ ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　
Ｄ ｏ ｐ ｐ ｌ ｅ ｒ ） 画 像 、 ド ッ プ ラ ス ペ ク ト ラ ム （ Ｄ ｏ ｐ ｐ ｌ ｅ ｒ 　 ｓ ｐ ｅ ｃ ｔ ｒ ｕ ｍ ） 画
像 等 が 生 成 さ れ る 。 Ｂ モ ー ド 画 像 は 診 断 対 象 の 断 層 像 を 表 す 。 カ ラ ー ド ッ プ ラ 画 像 は 、 診
断 対 象 に お け る 血 流 等 の 速 度 分 布 像 を 表 す 。 ド ッ プ ラ ス ペ ク ト ラ ム 画 像 は ド ッ プ ラ 信 号 の
ス ペ ク ト ラ ム を 表 す 。 こ の よ う な 診 断 情 報 が 、 診 断 情 報 生 成 部 ２ ０ ４ に 接 続 さ れ た 表 示 部
２ ０ ６ で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
送 受 信 部 ２ ０ ２ 、 診 断 情 報 生 成 部 ２ ０ ４ お よ び 表 示 部 ２ ０ ６ は 制 御 部 ２ ０ ８ に よ っ て 制 御
さ れ る 。 制 御 部 ２ ０ ８ に は 操 作 部 ２ １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 操 作 部 ２ １ ０ は 使 用 者 に よ っ
て 操 作 さ れ 、 制 御 部 ２ ０ ８ に 適 宜 の 指 令 や 情 報 を 入 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ の 一 例 の 主 要 部 の 外 観 を 示 す 。 同 図 の （ ａ ） お よ び （ ｂ ）
は 互 い に ９ ０ ゜ 異 な る ２ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 （ ａ ） は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ の 扁
平 面 側 を 示 し 、 （ ｂ ） は 厚 み 側 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は 、 本 体 １ １ ０ に 柄 １ ２ ０ が 付 い た も の と な っ
て い る 。 本 体 １ １ ０ は 概 ね 半 円 板 状 の 外 形 を な す 。 柄 １ ２ ０ は 概 ね 棒 状 の 外 形 を な す 。 本
体 １ １ ０ の 円 弧 状 に 張 り 出 し た 部 分 が 超 音 波 の 送 受 波 部 １ １ ２ と な っ て い る 。 送 受 波 部 １
１ ２ の 内 側 に は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 体 １ １ ０ お よ び 柄 １ ２ ０ の 外 面 は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク （ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ ｓ ） 材 料 等 で
一 体 的 に 構 成 さ れ た エ ン ク ロ ー ジ ャ （ ｅ ｎ ｃ ｌ ｏ ｓ ｕ ｒ ｅ ） と な っ て い る 。 た だ し 、 送 受
波 部 １ １ ２ に 相 当 す る 部 分 は 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム （ ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ 　 ｒ ｕ ｂ ｂ ｅ ｒ ） 等
の 超 音 波 透 過 性 の 良 い 材 料 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
エ ン ク ロ ー ジ ャ は 、 本 体 １ １ ０ に 相 当 す る 部 分 に 凹 部 １ １ ６ を 有 す る 。 凹 部 １ １ ６ は 、 本
体 １ １ ０ の 扁 平 面 で は な い 方 の 側 面 に 開 口 を 有 し 、 そ こ か ら 本 体 １ １ ０ の 内 部 に 向 か っ て
概 ね 水 平 に 凹 入 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
凹 部 １ １ ６ に は 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ が 挿 入 さ れ て い る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 端 面 に つ ま
み １ ３ ２ を 有 す る 。 つ ま み １ ３ ２ は 、 そ れ を 摘 ん で 使 用 者 が 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ を 凹 部 か
ら 引 き 出 す た め の も の で あ る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ お よ び つ ま み １ ３ ２ か ら な る 部 分 は 、
プ ラ ス チ ッ ク や ス テ ン レ ス ス チ ー ル （ ａ ｔ ａ ｉ ｎ ｌ ｅ ｓ ｓ 　 ｓ ｔ ｅ ｅ ｌ ） 等 適 宜 の 材 料 に
よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ を 引 き 出 し た 状 態 を 示 す 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 、 概 ね 直 方
体 状 の 外 形 を 有 す る 。 凹 部 １ １ ６ は 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 外 形 に 適 合 し た 形 状 を 有 す る 。
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 出 し 入 れ 可 能 と な っ て い る 。 こ れ に
よ っ て 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 引
き 出 し 長 が 予 め 定 め ら れ た 長 さ と な る よ う に 、 適 宜 の 規 制 機 構 が 凹 部 １ １ ６ に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ が 凹 部 １ １ ６ か ら 引 き 出 さ れ た 状 態 を 略 図 に よ っ て 示 す 。 な
お 、 つ ま み １ ３ ２ は 図 示 を 省 略 す る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 、 凹 部 １
１ ６ の 開 口 １ １ ８ か ら 所 定 長 引 き 出 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
引 き 出 し 長 の 規 制 は 、 例 え ば 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 側 面 に 設 け ら れ た 突 起 １ ３ ４ が 、 凹
部 １ １ ６ の 壁 面 の 所 定 の 箇 所 に 設 け ら れ た 穴 １ ３ ６ に 嵌 合 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 突
起 １ ３ ４ は 、 例 え ば 半 球 状 の 突 起 で あ り 、 内 部 の バ ネ 等 の 力 に よ っ て 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０
の 側 面 か ら 突 出 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 引 き 出 し 長 を 規 制 す る 機 構 は 、 こ れ に 限 ら
ず 例 え ば ラ チ ェ ッ ト （ ｒ ａ ｃ ｈ ｅ ｔ ） 機 構 等 適 宜 の 機 構 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 、 引 き 出 さ れ た 部 分 が 針 受 け 部 １ ４ ０ と な っ て い る 。 針 受 け 部 １ ４
０ に は 、 複 数 の 貫 通 孔 １ ４ ２ ， １ ４ ４ ， １ ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 １ ４ ２ ， １ ４ ４
， １ ４ ６ に は 番 号 が 付 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 貫 通 孔 の 数 が ３ で あ る 例 を 示 す が ３ に 限 ら
ず 適 宜 の 複 数 で あ っ て 良 い 。 あ る い は 、 貫 通 孔 は 単 一 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
貫 通 孔 １ ４ ２ ， １ ４ ４ ， １ ４ ６ は 、 い ず れ も 針 受 け 部 １ ４ ０ の 上 面 か ら 下 面 に 貫 通 し て い
る 。 上 面 側 が 各 貫 通 孔 の 入 口 で あ り 下 面 側 が 出 口 で あ る 。 入 口 側 で は 、 貫 通 孔 １ ４ ２ ， １
４ ４ ， １ ４ ６ は 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 長 手 方 向 の 軸 線 に 沿 っ て 所 定 の 間 隔 で 並 ん で い る 。
出 口 側 で は 、 全 て の 貫 通 孔 １ ４ ２ ， １ ４ ４ ， １ ４ ６ が １ つ に ま と め ら れ て い る 。 こ れ に よ
っ て 、 各 貫 通 孔 は そ れ ぞ れ 中 心 線 の 方 向 が 異 な る も の と な る 。 以 下 、 貫 通 孔 の 中 心 線 の 方
向 を 単 に 貫 通 孔 の 方 向 と も い う 。 な お 、 貫 通 孔 の 出 口 は １ つ に ま と め る 必 要 は な く 、 別 々
に し て も 良 い 。 た だ し 、 そ の 場 合 は 、 各 出 口 は 複 数 の 貫 通 孔 の 方 向 が そ れ ぞ れ 異 な る よ う
に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
貫 通 孔 １ ４ ２ ， １ ４ ４ ， １ ４ ６ に は 、 い ず れ か １ つ を 選 ん で 穿 刺 針 が 挿 通 さ れ る 。 穿 刺 針
の 穿 刺 方 向 は 、 挿 通 し た 貫 通 孔 の 方 向 に よ っ て 定 ま る 。 こ れ に よ っ て 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３
０ は 、 穿 刺 針 の 穿 刺 方 向 を 複 数 通 り に 規 定 す る も の と な る 。 な お 、 穿 刺 針 の 挿 通 を や り や
す く す る た め に 、 各 貫 通 孔 は 入 口 側 を 漏 斗 状 に 形 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ が こ の よ う な 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ を 備 え て い る の で 、 超 音 波 診 断 に
並 行 し て 穿 刺 を 行 う 場 合 は 、 使 用 者 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ か ら 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ を
引 き 出 し 、 適 宜 の 貫 通 孔 を 選 ん で 穿 刺 針 を 挿 通 す れ ば よ い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 、
穿 刺 補 助 器 具 を 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ に 取 り 付 け 、 そ れ を 利 用 し て 穿 刺 を 行 う の に 比 べ て
、 穿 刺 の た め の 前 作 業 を 大 幅 に 省 力 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と
が で き る 。 さ ら に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 が 整 然 と し た も の に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 、 さ ら に 引 き 出 す こ と に よ り 、 凹 部 １ １ ６ か ら 抜 き 出 す こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 使 用 後 に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ と 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 洗 浄 や 滅 菌 を 行
う こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ は 、 貫 通 孔 の 径 や 方 向 が 異 な る も の を 複 数 種 類 用 意 し 、 穿 刺 針 の 太 さ
や 穿 刺 方 向 に 応 じ て 適 宜 の も の を 選 択 し て 使 用 す る よ う に し て も 良 い 。 あ る い は 、 穿 刺 針
ガ イ ド １ ３ ０ を 、 針 受 け 部 １ ４ ０ が 着 脱 可 能 な 構 造 と し 、 貫 通 孔 の 径 や 方 向 が 異 な る 針 受
け 部 を 複 数 種 類 用 意 し 、 適 宜 付 け 替 え て 使 用 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ５ に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ の 他 の 例 の 主 要 部 の 外 観 を 示 す 。 同 図 の （ ａ ） お よ び （ ｂ
） は 互 い に ９ ０ ゜ 異 な る ２ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 （ ａ ） は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ の
扁 平 面 側 を 示 し 、 （ ｂ ） は 厚 み 側 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 図 ２ に 示 し た も の と 同 様 の 部 分
は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
同 図 に 示 す よ う に 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ は 、 本 体 １ １ ０ に 相 当 す る 部 分 に 凹 部 １ １ ６ ’ を 有 す
る 。 凹 部 １ １ ６ ’ は 、 本 体 １ １ ０ の 扁 平 面 で は な い 方 の 側 面 に 開 口 を 有 し 、 そ こ か ら 本 体
１ １ ０ の 内 部 の 下 方 に 向 か っ て 円 弧 状 に 凹 入 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 開 口 の 上 部 に は
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マ ー ク （ ｍ ａ ｒ ｋ ） １ ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
凹 部 １ １ ６ ’ に は 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ が 挿 入 さ れ て い る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 端 面
に つ ま み １ ３ ２ を 有 す る 。 つ ま み １ ３ ２ は 、 そ れ を 摘 ん で 使 用 者 が 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’
を 凹 部 か ら 引 き 出 す た め の も の で あ る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ お よ び つ ま み １ ３ ２ か ら な
る 部 分 は 、 プ ラ ス チ ッ ク や ス テ ン レ ス ス チ ー ル 等 適 宜 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ６ に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ を 引 き 出 し た 状 態 を 示 す 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 外 形 が
部 分 円 環 状 と な っ て い る 。 横 断 面 は 概 ね 矩 形 で あ る 。 凹 部 １ １ ６ は 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’
の 外 形 に 適 合 し た 形 状 を 有 す る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 出 し 入 れ
可 能 と な っ て い る 。 出 し 入 れ の 軌 跡 は 上 に 凸 の 円 弧 状 と な る 。 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ の 引
き 出 し 長 が 予 め 定 め ら れ た 長 さ と な る よ う に 、 適 宜 の 規 制 機 構 が 凹 部 １ １ ６ ’ に 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ７ に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ が 凹 部 １ １ ６ ’ か ら 引 き 出 さ れ た 状 態 を 略 図 に よ っ て 示 す
。 な お 、 つ ま み １ ３ ２ は 図 示 を 省 略 す る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 、
凹 部 １ １ ６ ’ の 開 口 １ １ ８ か ら 所 定 長 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
引 き 出 し 長 の 規 制 は 、 例 え ば 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ の 側 面 に 設 け ら れ た 突 起 １ ３ ４ ’ が
、 凹 部 １ １ ６ ’ の 壁 面 の 所 定 の 箇 所 に 設 け ら れ た 穴 １ ３ ６ ’ に 嵌 合 す る こ と に よ っ て 行 わ
れ る 。 穴 １ ３ ６ ’ は 複 数 個 設 け ら れ 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 引 き 出 し 長 の 規 制 が 複 数 通 り
行 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
突 起 １ ３ ４ ’ は 、 例 え ば 半 球 状 の 突 起 で あ り 、 内 部 の バ ネ 等 の 力 に よ っ て 穿 刺 針 ガ イ ド １
３ ０ ’ の 側 面 か ら 突 出 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 引 き 出 し 長 を 規 制 す る 機 構 は 、 こ れ
に 限 ら ず 例 え ば ラ チ ェ ッ ト 機 構 等 適 宜 の 機 構 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 、 引 き 出 さ れ た 部 分 が 針 受 け 部 １ ４ ０ ’ と な っ て い る 。 針 受 け 部
１ ４ ０ ’ に は 、 貫 通 孔 １ ４ ２ ’ が 設 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 １ ４ ２ ’ は 、 針 受 け 部 １ ４ ０ ’
の 上 面 か ら 下 面 に 貫 通 し て い る 。 上 面 側 が 各 貫 通 孔 の 入 口 で あ り 下 面 側 が 出 口 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ の 引 き 出 し 長 は 、 エ ン ク ロ ー ジ ャ の 開 口 １ １ ８ の 上 部 の マ ー ク １ ３ ８
と 針 受 け 部 １ ４ ０ ’ に 設 け ら れ た 目 盛 １ ５ ２ に よ っ て 示 さ れ る 。 目 盛 に は 引 き 出 し 長 を 示
す 数 値 が 付 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 使 用 者 は 引 き 出 し 量 を 適 宜 に 調 節 す る こ と が で き
る 。 こ こ で は 、 引 き 出 し 長 が ３ 段 階 に 規 制 さ れ る 例 を 示 し た が 、 そ れ 以 上 ま た は 以 下 の 複
数 段 階 、 あ る い は 、 単 一 段 階 に 規 制 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ の 外 形 が 部 分 円 環 状 と な っ て い る の で 、 引 き 出 し 長 に 応 じ て 貫 通 孔
１ ４ ２ ’ の 中 心 線 の 方 向 が 変 わ る 。 以 下 、 貫 通 孔 の 中 心 線 の 方 向 を 単 に 貫 通 孔 の 方 向 と も
い う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
貫 通 孔 １ ４ ２ ’ に は 穿 刺 針 が 挿 通 さ れ る 。 穿 刺 針 の 穿 刺 方 向 は 貫 通 孔 １ ４ ２ ’ の 方 向 に よ
っ て 定 ま る 。 こ れ に よ っ て 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 、 穿 刺 針 の 穿 刺 方 向 を 複 数 通 り に 規
定 す る も の と な る 。 穿 刺 方 向 が 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ の 引 き 出 し 長 に 応 じ て 変 わ る の で 貫
通 孔 は １ つ で よ い 。 な お 、 穿 刺 針 の 挿 通 を や り や す く す る た め に 、 各 貫 通 孔 は 入 口 側 を 漏
斗 状 に 形 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ が こ の よ う な 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ を 備 え て い る の で 、 超 音 波 診 断
に 並 行 し て 穿 刺 を 行 う 場 合 は 、 使 用 者 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ か ら 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０
’ を 適 宜 の 長 さ だ け 引 き 出 し 、 貫 通 孔 １ ４ ２ ’ に 穿 刺 針 を 挿 通 す れ ば よ い 。 し た が っ て 、

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-129976 A 2004.4.30



従 来 の よ う に 、 穿 刺 補 助 器 具 を 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ に 取 り 付 け 、 そ れ を 利 用 し て 穿 刺 を
行 う の に 比 べ て 、 穿 刺 の た め の 前 作 業 を 大 幅 に 省 力 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数
を 削 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 が 整 然 と し た も の に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 、 さ ら に 引 き 出 す こ と に よ り 、 凹 部 １ １ ６ ’ か ら 抜 き 出 す こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 使 用 後 に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ と 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ の 洗 浄 や 滅
菌 を 行 う こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’ は 、 貫 通 孔 の 径 が 異 な る も の を 複 数 種 類 用 意 し 、 穿 刺 針 の 太 さ に 応
じ て 適 宜 の も の を 選 択 し て 使 用 す る よ う に し て も 良 い 。 あ る い は 、 穿 刺 針 ガ イ ド １ ３ ０ ’
を 、 針 受 け 部 １ ４ ０ ’ が 着 脱 可 能 な 構 造 と し 、 貫 通 孔 の 径 が 異 な る 針 受 け 部 を 複 数 種 類 用
意 し 、 適 宜 付 け 替 え て 使 用 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 穿 刺 の た め の 前 作 業 の 省 力 化 が 可 能 な 超 音
波 プ ロ ー ブ を 実 現 す る こ と こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 の 主 要 部 の 構 成 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 穿 刺 針 ガ イ ド の 引 き 出 し 状 態 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 穿 刺 針 ガ イ ド の 引 き 出 し 状 態 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 例 の 主 要 部 の 構 成 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 穿 刺 針 ガ イ ド の 引 き 出 し 状 態 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 穿 刺 針 ガ イ ド の 引 き 出 し 状 態 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ １ ０ 　 本 体
１ ２ ０ 　 柄
１ １ ２ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
１ １ ４ 　 送 受 波 面
１ １ ６ 　 凹 部
１ ３ ０ 　 穿 刺 針 ガ イ ド
１ ４ ０ 　 針 受 け 部
１ ４ ２ ～ １ ４ ６ 　 貫 通 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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